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本い冬場は、 il町立 1)の最盛期。 ド

r:IIUJLの :JHJ:ト ìl'~)í1て、む ，1 l'・、新i内.のf1: 
込みに梨4が人っています。ひときわ

緊恨・した様子でf1~来に励むのは、北

アルブスのふもと小谷村から-i1i壬ド11友
人りする、中1:氏の I lldl，~充さん (52蔵)。

r;カンの多いf1: ・J ~だけど、いちばん

は基本に部抗すること fごねエJ t ìlJ~巡

りを~~々l: ~If ります。 中1:氏とは、 i附

j主りをする輸入のi去のこ tです。
ìl町立りには、的II~~ された米、 Hn

のホ、そして雌ぴとたちの技と経験

が欠かせません。ぷした米から麹や

ÌlJ~ 吋(酵lせを t庁長する)などをゥ〈

り、これらと'1'<をiitぜ介わせて躍に。
この穆を約151主で20-2511r.1Iむかせ

⑬一
L

氏

。Q
一

生
リ
一口社

J

ゲ-
一一

紘
帆
一

一

伝
プ

たものが11本柄のむととなります。

r 11をも人:~J ' なことは、いい r ;.主カ ・ し 』

ぞ，'1'，すということ J tllをがI(かせる

山崎さん。なおも下を休めず機敏に、

J説の-mf!lfをとりあtelt ます。
フーンと、 11~，: i刊の Ir l 、持りが¥.(
ち込めるII崎l様。「み八なでι・を・ウに
すれば必ず t 、 L 、 il'~がて‘きる 」 が{， ~.条

の111的さん。fI:.i.6まれたi併の111には、
心カ・ら柄を愛するI従ぴとたちの、 i1こ

とf!ι、のがれli，が/;-L引きています。
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心込め醸す
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E 
-ー

塩
田
に
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
改
修
も

日
月
定
例
市
議
会
が
陀
月

7
日
か
ら
同
白
日

ま
で
聞
か
れ
ま
し
た
。
A

フ
回
は

3
億

9
8
1
7

万
円
を
計
上
し
た

5
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、

上
田
市
公
共
物
管
理
条
例
の
制
定
、

4
年
度
一

般
会
計
決
算
認
定
な
ど
羽
議
案
、

4
報
告
案
が

審
議
さ
れ
、
す
べ
て
可
決
・
意
認
さ
れ
ま
し
た
。

乙
れ
に
よ
り
、
補
正
後
の
一
般
会
計
予
算
の
総

額
は

3
7
2億
5
2
8
7万
円
と
な
り
ま
し
た
。の
A

ま
た
、
任
期
満
了
と
な
る
教
育
委
員
に
柳
沢
暢

宏
さ
ん
(
印
歳
・
下
堀
)
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

-
条
例
の
制
定
・
改
正

マ
上
田
市
議
会
議
員
及
び
上
田
市
長
の
選
挙
運

動
用
自
動
車
の
使
用
の
公
営
に
関
す
る
条
例
の

制
定
マ
上
田
市
議
会
議
員
及
び
上
田
市
長
の
選
挙
に

お
け
る
選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
の
公
営

に
関
す
る
条
例
の
制
定

(
内
容
)
公
職
選
挙
法
の

一
部
を
改
.
正
す
る
法

律
が
平
成

4
年
ロ
月
日
日
公
布
、
同
H
施
行
さ

上
信
越
道
神
川
橋
は
平
成
7
年
日
月
完
成
が
目
標

れ、

地
方
選
挙
則
自
動
車
の
使
間
お
よ
び
ポ
ス

タ
ー
の
作
成
念
公
費
負
担

k
す
る
た
め
の
必
要

事
項
を
新
た
に
定
め
る
も
の
で
す
。

マ
点
訳
奉
仕
活
動
等
石
井
基
金
条
例
の

一
部
改

正
(
内
容
)
石
井
光

一
さ
ん
(
市
内
大
手
二
丁
目
)

か
ら

1
5
0
万
円
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
、
基

金
の
総
額
そ

4
8
5
0
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

マ
上
田
市
公
共
物
管
理
条
例
の
制
定

(
内
容
)
道
路
法
、
河
川
法
な
ど
の
適
用
の
な

い
法
定
外
公
共
物
の
機
能
師
、
で
の
管
血
に
つ
い

日常動作訓練や送迎ち行います

広報うえだ6. [2] 
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.
 川
じ
川
、
川
恥
川
州
保
有
同

(
鯨
川
)
を
改
装
し
た
「
い
い
州
川
州

日
ア
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
の
川

刈
ょ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ζ

れ
は

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

「
ち
つ

き
の
附
」
(諏
J
部

・
川
主
人

M
M肌

セ
ン
タ

ー
内
)
が
修
転
し
た
も
の

で
す
。
れ
に
h

ハト
-h
ぷ
以
上
、
て
、

介
設
を
必
.嬰

t
す
る
州
ほ
う
性
の

お
年
寄
り
が
刈
象
、て
、
引
的
指
導

な
ど
を
行
い
ま
す
。
川
い
介
わ
せ

は
問
セ
ン
タ
ー
(
宮
@
2
G
I
d
o
-

処
置
よ
り
充
実

高
規
格
救
急
車

消
防
本
部
で
は
昨
年
十
一
.
H
二

十
七
日
、
一日
川
悦
持
救
急
車
の
受
け

入
れ
を
行
い
、

山中
央
消
防
現
に
配
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一
般
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計
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の
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容

ロマ
l
J
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充
実
し
た
が
業
合
中
心
に
制
介

し
ま
す
。

ゴ l付・画・
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ド 117jりマ
フ帥推高
ラ行進齢
ン i呆モ者
}健デの
の 悩ル生
ー M:事き
邸推業が
。j隼 | い
他 1-8 と
/，J!iカ.5健
教 11ミ O康
前 li攻 )jづ
、 関与 111 く

市の動き

-----12月~

ワ

l
フ
ロ
殺
事
、
ふ
れ
あ
い
・
以
喝
の
造
成
な

.EO

-
-
-
置

マ
農
業
農
村
活
性
化
農
業
構
造
改
善

E
E
E
E
事
業
I
l
l
1
1
1
億

4
6
3
6
万
円

(
内
容
)
温
問
地
灰
構
造
改
持
セ
ン
タ
ー
(
中

組
地
灰
)
の
建
設
に
。

司
掴
園
調

マ
(
仮
称
)
上
田
市
産
業
振
興
セ
ン

E
-
Eタ
l
建
設
の
実
施
設
計
の
委
託

ー
ー
ー
I
l
l
i
-
-1
1
2
0
万
川

(
内
脊
)
地
域
の
技
術
以
興
の
拠
点

t
し
て
、

即
日
上
川
リ
サ
ー
チ
バ

l
ク
内
・
県
立
職
業
能

力
開
発
布
一
期
大
学
校
敷
地
内
に
建
設
が
予
定
さ

れ
る
(
仮
称
)
卜
山
市
出
業
振
興
セ
ン
タ
ー
の

実
施
設
計
の
委
託
料
、
で
す
。

マ
市
民
会
館
施
設
の
改
修
|
1
6
2
0
0
万
川

(
内
官
立
市
民
会
町
大
ホ

l
ル
の
い
す
の
交
換
、

ば
の
改
修
に
。

マ
都
市
公
園
整
備
事
業G
un
9
7
M
H
1
 

(
内
谷
)
上
・七
位
'什
品
川
巾
道
上
川
イ

ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
の
品
川
州
に
併
せ
、
ぷ
接
山
公
倒
的
料
品
備
の

た
め
の
川
地
口
収
官
。

マ
高
速
道
関
連
事
業

(
川
内
川
慌
の
叫
州
立
[
が
)

4
1
7
6
万
円

マ
川
西
小
学
校
屋
外
環
境
整
備
事
業

I
l
l
i
-
-
-
-
1
0
5
0
万
川

(
内
蓉
)
教
育
環
境
整
備
の
た
め
、
中
庭
に
プ

レ
イ
コ

l
卜
、
花
壇
、
ベ
ン
チ
な
ど
を
強
備
。

---aマ
市
役
所
分
室
の
改
修
工
事

・・・・

I
l
-
-
7
0
0
0
刀
ド

(
内
符
)
川
ア

l
ト
金
以
跡
他
物
を
山
役
所
分

宅
(
…
?
版
本
、
会
議
室
)
と
し
て
使
う
た
め
に
。

-
意
見
書
・
決
議

次
の
ぷ
凡
泣
け

・
決
議
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

マ
間
以
の
祝
日
「
泌
の

n」
制
定
を
求
め
る
ぷ

I
U
町。

ーノ

1

7

市山川
崎
心
身
開
山
h
H

針
及
び
…
ね
た
き
り
主
人

t
そ

の
介
品
行
が
社
会

M
社
施
山
川
へ

川
川
入
所
す
る

た
め
の
な
・u
法
化
に
附
す
る
ぷ
けん代打

「
道
路

f
誌
の
拡
大
仁
附
す
る
必
見
丹

[い
リ
山
川
水
附
係
，

r算
の
拡
大
に
附
す
る
志
兄
佐
川

[

「
行
色
山
・
行
及
び
期
限
内
納
税
の
推
進
の
郁

ぃ
山
」
に
附
す
る
決
議

1臼第3次総合計画策定に向けて
の市民広聴会(スポーツ・レクリ

エーション関係者対象)

E自国立東信病院統合問題で国{厚
生省)、県、上田市、上山田町によ

る四者会談(長野市)

3目前民と市長の日/特定環涜保
全公共下水道別所温泉処理区終末

処理場淫設工事起工式(同処1夏場
建設予定地) /蘇民将来の皇室直傭

窃業帰りょう新設工獲安全祈願祭

{圏分1丁目地籍) ，市民広際会
(勤労者対象)

6臼 市民広聴会(保健・民生関係
者対象)

7臼 12月定例市議会招集日 (-22
日)

9因 。事生省が上田市ほか関係者に
対し、統合病院整備のための纂本

情惣案を提示(病床数は420に、後
医療!こついても合意)

16日 小泉 ・八幡橋開通式
17日 第2回上田市都市察観賞表彫
式下室賀財産区議会(下室質生

活改嘗センター)

208 SIJP1i還泉財産区議会(別所混
泉センター)

21日 上室費財産区議会(室貨基静
集~センター)
24日 廃豪物処理審議会答申 (6ぺ
ージ多照)

27日 高規格救急自動車受け入れ式
(消防本邸前、 2'3ペーシ参照)

山
し
ま
し
た
。
川
将
で
は
別
代
、

.. 人
の
救
急
北
九
叩
L
L
が
い
ま
す
が
、

こ
の
救
急
ト
中
に
は
ね
急
教
九
叩
し
し
が

行
う
.
防
旅
行
為
に
対
応
で
き
る
装

備
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

市
内
は
、

.五
%
シ
ョ
ッ
ク
で
心

臓
の
H
刊
さ
を
正
常
に
す
る
除
制
品
川

出
や
心
・
U
Mを
州
院
に
込
る
込
い

弘
山
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
や
引
い
け
川
の
同
州

Mmw
機
能
な

E
を
装
陥

L
、
活
動
し

や
す
い
広
い
ス
ペ
ー
ス
が
特
徴
で

す
。
川
川
桁
は
約
:
・
下
問

.
h
H
円
。

1生FI
市民と市長の日

跨

午
9
正
午

@
 
日

り

/

室

明

広
リ
長

側

a
4
市

山
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テーブル

就
職
で
お
悩
み
の
方

長
野
な
ど
で
面
接
会

情報

---
K
び
〈
沿
ハ
バ
低
迷
か
・2り
)
抑
制
川
学
校

学
業
「
主
計
の
杭
職
前
川
も
例
年
に

な
く
恥
し
い
状
汎
で
す
。

川
町
、
公
共
職
栄
宏
之
刈
で
は
、

ト八

山
下
、
制
ト
八
、
M
V
修
山
下
佼
乍
来

py左
打

金
付
仏
事
に
、
次
の
会
州
場
/
し
、
食
料
ぷ
の

人
が
判
中
I
討
と
爪
持
耐
持
し
て
い
た

だ
く
「
就
職
耐
持
会
」
金
次
の
と
お

り
問

3eJエ
:
。
就
聡
先
が
内
定
し
て

い
な
い
か
た
は
、
ぜ
ひ
お
駐
し
く
だ

}‘、

。

U

明、，、

1
月
7
B
・8
自
の
八
自
室
縁
日

(信
濃
国
分
寺
}

防閥均|安|全|週|同

[4] 

の

標語を募集
f凶貨物の保安にk・fするぷ識

の，::吋持土作%を-tlb.佳するため、
i，j::r () ) 1の第2.i!ヨ:ま危険物'i_(
fそ;illUIJとされています
そニて、消防庁、引けの地

}j公共卜tl体などでは、危険物
災計の防，1'.t fl!:~食物のむご必 -
Jr{ 1)撚t、の安全を"予びカ，( tる

似;討をi大のtおり421長します。
1>応募方法 はがき 1牧に

勺き、，f.~{，'ft~ )勺，'1:l、てく fご
さL、。ただし、 L必必1'1:，'山{ま」ょ

泌氏のむのに lil~ ります。 fI:lili' 

(重1;i!Jl ifJ:~})， 1\:1う(.;、りがな)、

↑t別、年齢、屯.1li得りーを必ず
I;~ 人してく fごさし、。 1>応募

資絡 11'.舶、腕菜、性別など

のM~llはありません。 1>締

め切り 1 ) 1 3 J ，，() 1I 1>あて
先 〒19~ 氷点/:1;港収1，Eノ1"1
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IJ~危険物安全遡間推進協議会
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園
長
野
会
場

マ
と
き

l
川
訪
日
陶
午
佐
l
時

ー
ー
川

マ

と
こ
ろ

し
以
野
即
位
協

ピ
ル
(
長
野
山
市
長
野
北

.h常
.川
i

1
7
7
1
3
・
位
。
2
G
2
4M
3
4
5

手
作
り
の
良
さ

P
R

「
県
伝
統
工
芸
昂
展
」

••• 
マ
と
き

2
H

U
H
陶
か
・
2

り
M

H

刷
ま
で
。
時
川
は
午
前
川
時
か
・
ら
午

後
7
時
ま
で
(
川
口
は
午
後
G
時
ま

で
}

マ
と
こ
ろ

な
が
の
京
急
.h

町
山

(
H
K

肝

山

)

マ

内
容

T
M以

・4
叩
光

一
地
州
出
業

K
U指
定
伝
統

的
・
仁
川
行
川
{・本
的H
漆
郎

・
ハい
州
制
・

飯
山
仏
仰
.
・松
本
家
日
・内
山
紙
・

ぃ山

本
的
H

ろ
く
ろ
制
・
L
-.む
州
打

M
物)、

山
知
事
指
定
伝
統
的
・1
円以H
山

(山
げ

物

・
附
桧
党

・
お
六
櫛

・
水
引
材
木

仁
ぷ
H

川
・
山
位
以
兵
術

・
れ
叫
仰
仁
仲
ぷ

S
I

-

-
A
J
ト

r
，k
'

F

b

ヘ
l
i
L
h
Y

4
リ
J

S
H

.
よ
附
「

81
1
υ
川
川

.
1
T
A
N
-
ぺ
b
f
.

“制ws
I

駄

・
い
州
竹
制
仁

-
ハい
州
側

・
あ
け

び
受
細
工

・
信
州
子
川畑
・一次
山内・

能
渓

?
?
句
叫
て
そ
の
他

(
・
ぷ
引
制
・L
-佐
良
志

奈
焼

・
木
的
円駒

・
松
本
子
ま
り
)
②

伝
統
的
じ
芸
品
の
制
作
実
出

マ

問

い
合
わ
せ

山
中
小
金
業
振
興
公
社

(
岱

0
2
6
2
命
}5
3
0
3
)
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放
送
大
学
平
成

6
年

度
第

1
学
期
の
学
生

••• 
欣
込
大
や
は
、
生
流
山
下
刊
の
時
代

に
仰
泌
し
、
テ
レ
ビ

・
ラ
ジ
オ
の
政

込
授
業
を
・
中
心
と
し
て
大
山
下
教
育
念

行
う
我
が
同
で
初
め
て
の
大
学

{教

養
学
部
)
で
す
。

市
議
以
上
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も

人
午
で
き
、

l
科
目
で
も
学
べ
ま
す
。

欣
送
大
山
下
で
は
、
子
成
6
年
度
第

l
山
下
期
(
4
月
段
業
開
始
)
入
山
下
の

山
下
町
を
募
集
し
ま
す
。

マ
募
集
人
員

全
科
印
刷
修
午
.
7
0

0
0
入
、
選
科

・
科

H
M問
修
侠

1

0

0
0
0
人

マ

出
願
受
付
期
限

2

川
河
川

ωま
で

マ

募
集
要
項

は

が
き
か
屯

A
で
「
干
加
千
柴
山
夫
浜

一
以
一
行
集
2

H

-
E
0
1
3
1
2
7

6
1
5
1
1
l

紋
送
大
学
本
部
」

ま
で
泊
ボ
し
て
く
だ
さ
い
。



• 

「
雇
用
調
整
助
成
金
」

で
雇
用
の
維
持
を
/

---
M
以
汎
の
光
'
れ
き
が
.L
ア
透
川
な
小
、

企
業
主
の
符
さ
ん
に
お
い
て
は
日
伐

ご
片
山
刀
の
絶
え
な
い
・
』

t
t思
い
ま

す
。

W
川
の
維
持
を
川
り
似
川
.
小
引

を
抑
え
る
よ
と
が
、
今
後
の
討
ハ
バ
の

川
向
や
食
業
活
力
の
維
持
に

t
っ
て

大
変
市
，
-
裂
で
す
。

コ
雇
用
調
整
助
成
金
」
は
、
以
以
h
A

の
変
動
や
足
業
構
法
の
変
化
が
原
川

ご
、
.
も
訟
に
丹

-H
〉
コ
円
、
ど
ち
J

〈

τ
・

型

4
2
4
正叩
J

L

品
判
A

J

e

G

J

‘、

さ
れ
て
休
業
や
殺
打
訓
練
な
ど
を
行

っ
た
市
菜
、
・
k
に
対
し
て
休
業
手
中
ー
な

ど
の
一
部
を
同
が
助
成
す
る
む
の
で
、

失
業
全
予
防

L
、
「
.
総
則
の
安
定
」
を

阿
る

-」

t
を
け
的
t
ζ

し
て
い
ま
す
。

平
成

5
年
内
は
川

1
日
現
ル
忙
で
、
今

ま
で
的
刈
の

2
1
2
の
業
腕
が
-
』
の

助
成
令
の
い
ベ
給
対
象
業
開
に
指
定
さ

れ
て
お
り
、
す
で
に
げ
た
肝
川
町
で
は
、

千
成

5
年
U

口
円
、
て
、
山
川
和
則
、

ω同
年

の
川
い
い
川
不
況
時
を
M
U
・λ
る
利
川
状
況

に
な

司
て
い
ま
す
。

-
対
象
事
業
主
阿
川
保
険
の
辿
川

市ド来、
.k.て
、
次
に
中
ー
で
は
ま
り
、
川
以

ハ
バ
の
変
刷
、
ぷ
業
州
法
の
変
化
そ
の

他
の
紙
消
ト
.
の
剛
山
に
よ
り
、
そ
の

が
業
刈
、
て
が
荒
川
副
の
縮
小
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
‘
』
と
。

マ
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
業
種
に
属

す
る
事
業
主
ま
た
は
そ
の
事
業
主
の

下
請
事
業
主
(
第

2
次
下
諸
事
業
主

|
中
小
企
業
事
業
主
ー
を
含
む
)
な

ど-
支
給
要
件

小
川
ぷ
事
業
所
の
が
業

国宝・安楽寺八角三JIlt苦の放水割11締

主
が
.
総
川
保
険
被
保
険
打
(
出
川
則

川
が

G
か
川
未
満
の
人
、
解
泌
を
予

行
さ
れ
た
入
、

川
一
以
労
働
被
保
険
行

な
ど
を
除
く
)
に
つ
い
て
、
休
業
、

教
育
訓
練
ま
た
は
山
山
守
行
っ
た
引

業
、
れ
で
あ
る
司
」

'ι
。

-m-刈
象
官
業

h
、
トベ
給
要
件
に
は
そ

れ
ぞ
れ
通
川
純
川
、
川
ハ
体
的
.
法
件
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
い
下
山
川
に

次
の
資
料
を
持
っ
て
上
川
公
共
職
業

安
之
刈
に
ご
相

A
く
だ
さ
い
。
小
川パ

体
的
に
ど
ん
な
部
品
糸
、
作
っ
て
い
て
、

ど
ん
な
製
品
の
ど
こ
の
均
所
に
舵
わ

れ
て
い
る
の
か
が
わ
か
る
も
の

ωd牧

ぷ
持
防
本
、
粍
阿
川
、
会
社
の
が
栄

案
内
な

E
G税
引
業
所
の
社
計
や
そ

「
ノ
J

、l
l
「
ノ
川
吋
ヘ

1
1
3
.
F

円ソ

b

H叫
J
V
4
1
H
/
'
・
刀
4
4
カ
Z

U

4

-
受
給
で
き
る
額

川

休

業

の

場

合

:
・
休
業
子
中
1
の
3
分
の

2

(
巾・
小
企

業
が
業
、
ビ
」
分
の

3
)の
た
だ
し
、
-

人

l
円
中
l
た
り

9
0
1
0
川
を
限
度

主
し
ま
す
。

山
教
育
訓
練
の
場
合

:
次
の

D
t②
の
介
計
制
。
①
教
育

訓
練
の
受
講
日
に
つ
い
て
ぷ
払
っ
た

民
全
の
」
分
の

3
(巾
'
小
企
業
引
業

、r，、‘，，，
R

。
、.e
、
.
F
、
‘
、
，
，
a

、1
5
4
h
u
-
-』

Tナ人
L
I
F
-
-

中l
た
り

9
0
4
0
円
を
限
度

t
し
ま

す
。

2
一訓
練

H
t
L
て
1
人
1
日

中1
た
り

3
0
0
0
川

印

出

向

の

場

含

I
4
t
-
L舵
K
:
.

コ
i
u
J
U〉
3

4

Z

H

μ

J
ド

J
A
1司

A
i
t
，i
b
tを
u
t

分
の

2

(
山
中
小
余
業
が
業
、
五

1
・
分
の

3
}。
た
ど
し
、
-
人
!
日
中
1
た
り

9

0
1
0
川
を
限
伐

t
し
ま
す
吟

-
受
給
期
間
山
休
業
ま
た
は
れ
行

訓
練
に
か
か
わ
る
助
成
金
は
、

1
指

定
則
川
に
?
さ
休
業

t
殺
打
訓
糾
を

合
わ
せ
て
〔
付
徐
被
保
険
打
×

2

0

0
N
〕
分
を
限
い
は
と
し
ま
す
。
山
山

山
に
か
か
わ
る
助
成
金
は
、
出
向
労

働
抗
が
出
向
を
開
始
し
た
け
か
ら
一

午
川
で
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

ん
心
所
(
ド
八
神

1

3
6
3
)
 

4
1
0
)
 

上
川
公
叫
ん
職
業
安

u
o
m
m
-
g
s
vG
 

ま
た
は
労
政
課
(
内
線
1

7月26日(水)は省勘

文化財
防火デー

l靴作的な文化I!~のu1陥 !j: ィャ;;tが、

Il{{羽12411'.1 JJ 2611に火災となり、
1l~{.f1 130年ニ(/)11 IJ:' r 交化I!~防火デ
ー」として定められました

Ilil ' i(や if(~ 文化I!~など 1張れた'ili
造物が数多〈わる 1:llllliで'11‘1{j
fドこの 1J12611 に文化財への収入
検伐と火災;t!.!~i:: IVlI *~!を'J;; Jj1!iし「文
化I!付}j火jill!PIJJ IJ:' itっています
文化lH防火デーも今年で401111を
迎えました jlllT(/.J. .文化lHを火災
などの災'jf力、ら守ってい〈ために

は、一人ひとりが愛"置の心を1.y1弘、
文化財を大切にするIVlt，伐を勾につ
ltましょう

みんなの財産を
みんなで守ろう。
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-情報テーブル・

ご
み
有
料
指
定
袋
導
入
、
瓶
・
缶
回
収
な
ど

上
田
市
廃
棄
物
処
理
審
議
会
(
福
沢
正
章
会
長
・
市
人
リ
下
表
リ
)
は

十
二
月
二
十
四
日
、

「廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例
」
の
改

正
案
と
「
ご
み
減
量
・
再
資
源
化
推
進
計
画
案
」
を
永
野
市
長
に
答
申
し

ま
し
た
。

事費量系ごみと家庭系ごみの伸び{後針)

60.∞o 

50.000 

40.∞o 

30.飢渇

20.000 

10.000 

粂
例
の
改
正
は
、
「
府
棄
物
の
処

;

;
;
・
I

P

-

-

;

7

-

m
A
ひ
消
耐
仁
関
す
る
は
作
」
川町.

1
午
ぶ
り
に
抗
本
改
正
さ
れ
た
‘
-
と

に
作
う
む
り
で
す

作
中
さ
れ
た
は
仏
官
は
、

一
行
政
・

山
以

・
が
山
本
計
の
山
務
を
そ
れ
ぞ
れ

脱
主
ぃ
下
京
行
の
汽
務
に
ウ
い
て
は
、

以
前
か
・
わ
り
eH
z」
処
内
山
刊
の
川
町
山
肌

j

p

、

l
i
-
l
i
t
-
-

に
と
ど
ま
ら
寸
前
京
物
州
げ
の
例

リ、

.
t
A
}
a
r
t
!、
.
i
E
U
-
-
‘

御
技
工
洲

--U
H
和
H
J
M
m
t
f
p
仁
る

・
し
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
の

-H
己
J

川
な
ど
を
桁
た
に
は
肌
り
込
八
だ
{
山崎

棄
物
の
減
は
と
内
利
川
の
推
進
を
視

内全
，
山
崎
棄
物
の
適
正
な
仰
は

mの
確
保

を
よ
り
川
雌
化
な
ど
で
す
。

M
年
度
目
標
に
「
推
進
計
画
」

ご
み
減
は

・
再
資
制
化
椛
進
計
州

は
、
粂
例
改
正
と
併
せ
て
法
に
基
づ

く
ご
み
処
開
法
本
社
川
を
従
屯
す
る

も
の
で
、
千
成
ト
間
作
中
山
な
け
制
作
T

次
と
し
ま
す
。

市
で
は
、
千
成
e

a

年
度
か

・勺
ご
み

減

U
-川
資
制
化
付
円
以
下
業
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
、
山
紙
な
ど
の
資
似
川
刊
は

を
完
施
し
て
き
ま
し
た
(
六
年
皮
は

ん
k
ぃ山
に
拡
大
可
川
枇
進
ル
川
州
は
、
引

き
続
き
こ
の
が
業
金
進
め
な
が
-a
り、

さ
ら
に
発
以
さ
せ
、
市
民
、
引
業
打
、

行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
別
企
・
分
判
し
、

p
k
}
t
t
:、
.ト・
t
l
;
・ト

l

こ
み
h
h

例
制
即
日
刊
古
川
向
日
・
刊
し
和

川
に
い
山
以
総
ぐ
る
み
で
取
り
州
ん
で

い
く
・
」
と
念
日
指
す
む
の
で
す
。

ご
み
対
策
専
門
部
署
設
置
も

d
u並
汁
品
川
主
み
は，
h
'
D
L
y
k
I
k

lF
4
j
l
p
~
t
;
I
t
-
-
;
 

の
ト
川
け
で
す
.

一

「
ご
み
対
抗
品
{
似
件
}
」

の

刊

Mmマ
れ
治
会
衛
生
組
織
の
見
杭
し

と
「
・川
町
女
物
付
京
組
進
U
U
」
の
立
民

{
む
料
指
定
袋
の
導
入
(
京
一
抱
ご
み
)

-
引
業
系
ご
み
吋
策
(
下
'
紋
判
の
徴

以、

が
業
系
の
資
制
川
以
シ
ス
テ
ム

の
昨

U.な
ど
)

一
瓢

・
か
い
山
な
ど
の
資

似
川
似
の
導
入
戸
燃
や
せ
な
い
州
大

ご
み
{
山
叫
ん
本
屯
製
品
、
十
日
タ
イ
ヤ
な

ど

)

汁

策

批

ι性
ご
み

・
不
法
代

主
ご
み
付
京
{
「
エ
コ
ス
ト
ア
」
制
山

の
導
入
(
過
剰
包
装
の
山
点
、

日川作仁

川
川
の
的
制
的
な
版
先
な
ど
)
7
市
民

へ
の
州
生
紙
製
品
能
川
キ
T
ン
ペ

l

ン
の
実
施
ヤ
出
版
境
教
育
の
推
進
。

芥
山中
は
、
-
平
成
卜
問
年
伐
に
は
小

な
く
と
も
引
時
点
て
の
ご
み
の
絶
対

荒
を
下
川
る
こ

t
を
日
楳
と
し
、
特

に
増
え
つ
づ
け
る
が
業
系
の

ご
み
に

つ
い
て
は
、
ト
問
年
一
度
の
排
出
は
の

，y
測
机
に
付
し
て
お
0
0
削

減

{
川
年

度
よ
り
7
0
0
増
)
す
る
と
し
て

い、
ま

す
|
グ
ラ
フ

t。
家
庭
系
ご
み
に
つ

い
て
も
、
十
同
年
度
の
，

r測
航
に
対

し
て
お
0
0
削
減
(
問
年
度
よ
り
1
0
0

減
)
す
る
こ

t
と
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
附
行
中
に
峠
づ
く
施
円
以
を

.リ

.
w
-
hr別
・

.2
K
川
町
乃
主
砲
汁
川

二

i

l

-
-

J

i

t

-

-

{

 

分
け
て
、
取
り
組
ん
で
い
・き
ま
す
が
、

-Z施
司
能
な
も
の
に
勺
い
て
は
似
分

に
限
・
ら
ず
、
川
米
る
だ
け
い
別
に
~
百

地
し
て
い
く
・
』
と
と
し
ま
す
。

マ
生
活
環
境
課
(
内
線
1
3
0
n
G
)

-
廃
棄
物
処
理
審
議
会
委
員
{
敬
弥
略
}

。l立会E堅、 01立会質代理
富纏内 成沢 畏悶 富土庖 男露帽。 4富山、

東回力子た、
問
l穴~ s 干@j尺話

長日 事夫宇 守章量 秀一定穆 峨 書実費畦 也繁a 
倒" 
撃司豆量曹E 望書

会市4緩員
市民 上回 上回 ゆ毒国1自h 

喜書
需C霊R 量畏仰給

震

震
様会E市民韓;:: 

会まS所情量ま
み』み

員 モ モ

タ タ
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<12月末現在 ( )内は前年比〉
上田市の交通事故発生状況



• 

便利て確実芯口座振替のご利用を

身
体
障
害
者
手
帳
を

お
持
ち
の
か
た
ヘ
/

納期限は1月31日目)
・市県民税 4期

・国民健康保険税 フ期

••• 
身
体
附
帯
持
手
帳
を
持
つ
人
が
、

次
の
事
項
に
当
て
は
ま
る
こ
と
と
な

っ
た
場
介
は
、
手
帳
と
印
鑑
を
持
参

し
て
り
午
諜
・
え
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

マ
手
艇
の
交
付
後
、
住
所
や
氏
れ
が

変
一史
に
な

っ
た
と
き

マ
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
が

亡
く
な

っ
た
と
、
さ

マ
し
仁
川
市
外
で
子
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人
が
上
川
市
に
転
入
し
た
と

さ

ま
f、、

下
阪
の
交
付
後

ヒ
ILI 

外
へ
転
出
し
た
場
介
は
肘
住
地
の
山

役

所

(
町
役
場
)
の
身
時
福
祉
相
ψー

の
窓
口
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

-
問
い
合
わ
せ
以
午
一課
(
内
線
1

6
0
3
)
 

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
痴
ほ
う
相
談
会

••• 
お
年
寄
り
の
ば
け
な
ど
に

つ
い
て
、

家
族
・
本
人
の
相
談
b
E
交
け
付
け
ま

す
。
相
談
無
料
。

マ

と

き

2

円
I
H
ω
午
前
川
時

l
午
後
3
時
(
相
談
時
間
は

1
件
約

l
時

間

)

マ

と

こ

ろ

刈

齢

者

制

相談名 日 時 会場など

2月1011(:-N 
5金 律 相 談 13 : 3()-]5 : 30 

I了・約制) 2月25rt (旬 f:Z 午前環境<<~!
13: :30-15: 30 r(J' 

2 JJ:~ n Vt;) (lM  
人権・悩みごと栂談 包 l'、j線138913 : 00 -16 : 00 @， 

2月10rt (.ね
土地建物相談

13: OO-Hi : 00 。
農地問題相談

2月1LI伏) 。J:~ ~委 þt 会
8 : 30-17 : 00 ( -1，;/γ合 2附)

イ'丁 政 相 談
2円1.111(JJ) 

阿武デバート
10: 00-15 : 00 

心配ごと相談
1J]:迎火山rt
10: 00-15 : 00 社会福十11:協議会

i去 律 相 談
2月IHI(-臼 (n @ 2025) 
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-保健センター (市役所南庁舎2階)

健 寺開会Y 実施日 年 月 一生 日
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保健予防諜(内線 1374)

-寝たきり老人をささえる家族の会

t>とき 2月:311 (ね午後 111，¥'::30分一 3時30分 t>と

ころ 保健センター("i役所出Ii!合2陪) t>内容
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.2月の乳幼児健康診査
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( 1 j~~ 6カ・))児)0 1議 6カザJ~Gは、みちゃん手rþ長の '1 1
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検fr.のアンケー トむ加わりましたので11)紙をお送りし
ます。 ご記入のうえ健康~，;f) tiにお/1'，カ・け <1.ごさい。
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